
地

政

解

千
二
怨

朝
鮮
に
放
け
る
石
淡
(
二
)
(
請
水
単
二
)

糊
肝
に
於
げ
ろ
地
域
及
鉄
肺
の
訓
悲
約
灘
劫
文
献
(
立
岩
腿
)

〇
･=ポ
前
職
他
項
恥
堺

筋
二
怨
解
式
髄

十

-
刀

前
川
産
賊
宅
仰
の
耶
耽
(
紳
津
倣
柵
､
鶴
見
志
沖
火
)

本
邦
熊
倉
嘩

北
東
噸
物
の
化
蝉
的
桝
兜
相
賀

こ
(
柴
田
碓
次
)

北
海
道
の
地
槻
押
迫
に
閲
iF
る
J
考
謝
(
〓
(
地
淑
空

二
郎
)

0
地
錯

節

7.
番
節

Yt
O
雄

十
J

昭
利
二
空

二
月
七
日
升
放
火
地
/EJa
の
外
相
に
放
け
る
籾
糊
料
凍

(
押
上
今
津
)

地
割
れ
開

閉
の
現
象
f1
就
て
(
今
村
例
似
)

○
地
糾
敵
背

節

三

食
節
こ
離

十

叫
ノー

次
項
光

広

に
ょ
る
地
相
餅
肌
凡児
り
親
寮
(
辻
村
太
郎
)

日
蝕
仙
川
塔
S
二

か
肘
･JJ
し
て
の
舷
的

地
和
(
1
)
(
榊

神山
叔
触
)

硯
在
日
本
に
於
け
る
地
殻
池
動
の
火
勢
(
小
中
準
桃

)

パ
ル
か
即
ち
呼
倫
見
附
'1
於
け
ろ
紙
械
故
の
甘
祁
及
び
庶
柴
(
凹
〕

(
粥
山
嶺
久
)

借
地
に
放
け
る
雄
三
紀
末
柴
の
神
仙
迎
勤
(
叫
j
(i

榊
不
二
=i
)

日
本
抑
抱
の
;;:乃
州
の
桝
塘
(
六
)(
火
水
批
七
)

田
城
探
検
秘
ぬ
(
.rTflJ
)
〔
ソ
コ
P
∵
ス
キ
ー
)

C
地
規
準
非
前

節
立
食

節

二

娩

十

丁
刀

川
報
的
地
拙
桝
胤
山
T
S
,道
断
府
(
岡
山
他
郷
)

比
的
帰
各
紙
ケ
池
の
湖
粥
輝
的
線
番
桝
碇
抑
制
小
池
戊

滋
郷
地

(
吉
村
･S
iP.
)

飾

六

班

男

は

iJt八

村
仲

拭
止
S
l非
封
榊
的
配
位
と
其
の
一成
閃
(
七
)(
氷
水
龍
七
)

文
北
淡
楓
の
5
'論
的
桝
兜
(
伽
柳
他
英
)

◎
江
TA
地
名
や
放
出

三
村
揃
三
郎
鮎

的
番
蛇

十
月

1
囲
八
〇
朗

@
r;
本
地
川

脱
俗
L

J
系

5
舛
梅
地
力

斜
光
枇

十
Jl

二
刷
八
〇
錦

◎
‖
本
地
糾
火
系

7
光
馳
爪

改
拙｡J
鮎

十
月

二
側
八
〇
錨

◎
グ
ー
メ
代
等
仰
持
批
埠
山
地
樹

古
今
演
駄

十

:
刀

光
枚
二
光
蛸

◎
iI
七
仲
紀
十
八
仙
如
仰
外
地
政
雄
札
止

へ
.q
･.h
り′ド
求

細
井

叫

六
評

i!r
今
沓
瓜

十

叫
月

三
脚
二
〇
鏑

◎
人
目
本
地
訟
火
糸

筋
二
十
啓

三
紺
地

誠
忠

桃
山
樹
準
〃

-｢
･･.∫

l

~
.ノ

D
新

我

即

報
は
本
誌
解
約
怨
節
凹
雛
以
祇
掲
枇
せ
る
も
其
の
利
用
の
端

岡
･J
鹿
-
な
-
且
つ
摘
川
瀬
か
ら
す
L
U
箔
額
の
韓
負
に
収
-
J
Jと

ー

少
-
な

い
の
で
'
本
紙
)付
以
て

;
岬
坤
紹
す
すご

)～
1
L
t
新
磐
紹

介
欄
も
雅
紀
な
ら
し
む
る
各
期
す
る
｡
韻
細
の
訪
韓
み
乞
ふ
J)

(
即

報
子
)

I毒

.
ー章

さ
き

l･1畳
エ7-1甘さ

雑

報

lI-!
~･～

壬

.1･●l
■1

0
8

本

生

物

地

理

笹

倉

と

其

の

機

関

経

路

日
本
出
物
地

山樹
付
け
咋
昭
利
…ニ
坤
二
月
弟

叫
倒
骨
か
湘
克
池
谷
に
閑
n
､
超
え
て



不
祥
Eq
Jl
糊
禦

仙
円
本
%
･物
他

州掛骨
骨

軸
空

谷
讐

舵
か
別
刺
し

㌔

蜂
幼
虫
正
雪

出
川
長
軸
氏
'
舵
司

倍
輔
誓

山
階
ガ
腔
氏
等
が

舟
S
評
議
山
で
あ
り
､

出
佃
地
規
準
の
遊
少
な
樹
ろ
わ
以
て
目
的
と
｡｡

れ
て
放
る
｡

堕

義

は
十
11
寝
相
ru
れ
ilO

竺

両

の
刈
行
と
規
粧
さ

れ
て
あ
る
二

･
二
挑
む
如
し
此
伽
の
分
布
の
記
却
多
く

外
に
他
血

戦
や
蝶
瓶
の
分
布
に
つ
い
た
報
文
が
耽
っ
て
肘
ろ
｡
閃
71
云
ふ
聯
骨
の

抑
衣
は
杢

兄
市
菩

讐

TE
糾
町
九
で
人
骨
讐

扇

'
年

令射
四
川
と

の

こ
と
で
み
ろ
｡

o

重

歴

宜

昌

間

航

集

状

況

相
子
江
は
袖
年
宜
判
と
各
州
と
の

水盤
の
柳
城
耕
し
-
平
均
1叫
十
択
以
上
に
J
韓
す
る
の
で
､
賀
川
即
式

月
初
よ
り
十

方

中
旬
ま
で
は
千
噸
級
の
大
判
舶
が
曲
れ
て
J
.
今
期

十

五
下
旬
か
ら
平
年
凹
11
7

旬
ま
で
に
漸
-
凹
甘
噸
r<=
外

の
小
型
し

か
航
行
が
出
水
な
い
｡

汽

鮒
に
よ

る
木
枕
路
の
盟

等

れ
il
S
･t
t今
よ
り
三
十

蒜

的
の
,
I

と
に
威
し
,
些

つ-
伯
利
は
英
川
人
-
リ
ト
ル
Li
よ
り
て
先
柑
な
つ
け
ら

れ
41
が
:.Hi
妃
十
小
目-1
の
擬
i.;q
S
血

は
誠
に
日
雄
い
J
の
示

あ
る
､
明
治

四
十
二
票

f
九
〇
二
年
)
;lJ:
珊
超
は
川
汁
輪
舶
公

司
が
設
立
さ
i
'
四

I.打
順

革

J

や
の
小
熊
汽
船
,
別
油
禦

苗

二
錐
が
初
め
て
些

付
し
た
姓

時
け
T
嬰

野
水
川
中
米
舶
が

油は
別
に
氷

i
l岬
と
同
株
で
､
純
朴
な

阿
川

人
の

沢
か
晒
し
il
の
-
･純
理
で
は

な
か

っ
た
'
2..==
時
こ
の
新

式
の
蛍
池

欄
捌
か
見
物

で
ろ
先
.1
'
浪
々
塊
地
か
ら
:代
作
造
山
て
氷
て
'
耐
梓
l1

膨
し
い
入
場
か
牡

い
た
と
rJ
(
い
ほ
れ
<
･O
其
筏
超
坤
就
航
州
げ
榊
加

す

る
T
ガ
で
､
本
中
皮
の
如
き
は
､
各
川
棚
か
仰
せ
組
数
凹
十
託
生
的

三

流

棚

に

注

し
㌔

禁

‖
･:=..=H
流
出
型

二
甘
五
十
哩
の
航
枇
な
蛇
朋
で

即

納

往
狐
す
る
に
は
､
滋
期
上
り

=

月
･
各
州
は
十
.g
=
､
'f･
り
げ
寛
糊

は
川
口
,
冬
糊
･i
八
日
倣
払
出
や
し
た
'
之
が
今
日
で
は
立
冬
共
怖

々

上
｡
四
H

P

下
り
二
日
迄
に
知
鮒
L
㌔

経
っ
て
現
在
は
托
船
の
婆
は

余
-
其
好
か
況
し
･
只
倣
.1
汽
朋
の
寄
港
し
な
い
港
闘
わ
時
々
馳
或
1

阿
片
等
和
紙
服
し
て
洩
る
に
過
ぎ
な
い
｡
之
と
て
市
減
力
で
疾
光
↓.
ら

汽
舶
の
水
練
が
頻
盤
に
な
っ
て
-
為
と
非
常
な
低
除
か
伸
び
'
歴
々
浪

沈
韓
の
排
に
準

っ.か
ら
､
年
と
北
ハ
Li
激
減
の
海

内
に
あ
る
0

此
航
路
の
偶
値

は
北
ハ終
鮎
iI
る
瀦
鑓
帖
…
L背
後
に
前
科
二
十

T
f:h:
A

千
五
打
方
誓

即
日
本
の
本
桝
よ
り
ほ
仰
少
し
火
JTJな
土
地
と
.
五
千

鶴
の
火
人
口
何
J
I雌
伏
な
土
地
､
如
鉱
舷
の
1蝕
産
む
鞘
顕
し
て
ゐ
ろ
凹

川
省
考

で
の
三
分

T
の
耐
桃
と
六
空

の
人
口
な
布
す
る
山八
州
と
,S
ヒ

ゾ
ダ
ー
ラ
ン
ド
-,
し
て
和
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
.
呪
准
此
両
省
共
韻

年

の

晒
榊
や

鰐
閑

の
町
政
批
淡
に
炊
て
､
粍
光
は
批
興
せ
ず
､
締
折
カ

-
山
一t

だ
に

赴

少
を
祁
j;
三
･仏
い
け
れ
ど
J
t

捕
捉
の
貿
易
.糊
は
仰
九

年
餌
七
千
軍

岩

下
･1
g
･
長
江
省
で

は
爪
に
⊥
聖

操
=
.1
つ
ぐ
人

間
埠
地
で
あ
る
,
現
茶
本
航
路
に
従
琳
し
て
ゐ
る
各
関
門
刑
の
名
相
ほ

お
BrT如

-
で
あ
る

O

抑

締

批

名

舶
舶
放

栄
樹

的
制
作
行

来
糾

托
托
壁
什

日
本

統

制

耽

龍
郷

川
江
公
司

支
那

永
叫
比
JT,,'瑚

支

那

九

lLJ*

公

司

ニ - 九

舶
緒

批

名

紫
紺

太
古
洋
行

日
本

日
柄
公
司

日
本

H

畔

供

米

支
那

封
江
公
司

支

那

牒
彪
公
司

支

那

神
郷
公
田

六

九

船
舶

一 五 八 故



-

城

第
十
二
墳

攻
那

仙
人
研
和

1
7

迎
ST!
ほ
忠
か
が
め
る
緒
め
に
砥
粉
で
あ
る
か
ら
捌
江
の
特
技
HM
い
'

排
に
湖
水
側
に
拙
｡
S
E減
少
し
た
峠
､
或
は
服
軒
の
た
め
に
試
-
す
る
邸

が
あ
る
O

T
昨
年
の
十

…
月
か
ら
岬
13
･減
水
糊
に
三
鵬
地
方
']
士
朗
が

跳
礎
L
L
l

峠
希
代
和
光

叫
岬
休
航
し
た
が
､
日
給
汽
船
の
み
佃
即
の
弾

戒
具
み
傭
旅
し
て
些

打
か
敢
行
L
i
i
虚
'
地
目=
認
段
川
紬

7
脚
が
二
十

五
閑
の
迎
賃
に
上
っ
て
'
和
航
赫
…
舶
凹
九
千
兆
の
純
:枕
か
柑
た
と
い

ふ
O
こ
れ
は
卒
岬
の
..:B
貿
'1
比
L
t.J
約
二
倍
牛
で
あ
る
｡

0

ビ

ル

マ

の

天

産

物

と

其

輸

出

ビ
ル
マ
の
k,
俺
物
申
･:uJ:妙
な

る
も
の
は
凍
､
綿
花
､
糾
､
豆
粕
､
.1'
ラ
フ
イ
ソ
雌
.
前
油
'
チ
-
ス

及
碓
純
で
あ
る
､
今
各
t=:
に
つ
い
(.J
之
在
の
べ
ん
に
'
米
は
常
帥
穐
柏

の
火
･:..f
で
､
年
産
朗
五
官
前
哨
の
内
三
甘
溺
噸
即
JhJ
割
以
上
ほ
僚
剃
非

と
ー
LJ
簡
目
さ
れ
る
､
昨
印
は
印
姥
へ
甘
二
十
三
前
傾
､
繍
外
脚

(
育

五
十
鵜
噸
､
内
日
本

へ
は
二
湘
二
千
咽
に
す
ぎ
ざ
り
L
が
､
前
坤
は
十

八
航
･六
千
順
に
止
っ
た
､
こ
れ
は
昭
和
三
年
三
月
七
日
に
本
邦
で
外
米

輸
入
制
限
･.hi==
地
の
令
が
川
た
紳
=3
で
あ
る
0
棉
花
は
印
舷

ベ
ン
ガ
ル
柾

の
申
称
晶
に
比
桁
す
る
､
ミ
ソ
'ジ
ャ
ン
､
及

プ
ラ
4
",
ヨ
･>
ほ

北

ハ
虫

産

地
で
'
作
付
放
別
川
十
鵜
僚
エ

ー

カ
ー
､
年

産

糾
七
㌧
八
甑
俵
に
上
る

日
本
､
堆
囲
､
狗
逸

(
･輪
山
さ
れ
る
'
本
邦
は
叔
火
の
相
客
で

)
九
二

七
-
八
年
度
六
鵡
七
千
俵

(
此
慣
柿
千
二
甘
端
朗
比
)
中
田
溺
二
千
俵

(
七
f･;
七
十
六
鵜
飼
比
)が
日
本
に
仕
向
け
ら
れ
た
)

鈴

は
北
部

シ
ャ

ン

州
肘

か
ド

ゥ
イ
ソ
及
共
他
の
銀
山
よ
り
出
で
ビ
ル

マ
蹴
紫
北
ハ周
骨

札
の
手
に
あ
り
'
昨
年

は
六
五
t
m
･[ハ
凹
噸
払
紳
鎖
し

た
'
雅
樹

へ
は
甘
五
十
珊
瑚
北
谷
輸
入
し
L
:o
IE=八朔
の
申
･里
見
､
赤
瓦

節
六
独

関
山ハ六

七
〇

及

べ
-
1'
ン
の
三
和
払
暁
化
し
'
自
立
約
三
茄
五
千
暇
塑

聖

義

噸

パ

ー
iJ
ノ七

千
咽
の
中
経
が
あ
る
.
大
部
分
は
日
本
へ
仕
向
け
ら
れ
る
其

高
三
打

八
十
瀧
瑞
比
'
石
州
の
副
産
伯
-
し
て
の
パ
ラ
フ
ィ
ン
雌
ほ
ど

か
マ
石
油
骨
批
及
印
庇
ビ
ル
マ
石
仙
骨
純

の
製
批H
で
中
郡
五
鵡

噸
以
上

に
上
る
､
本
邦

へ
二
千
六
甘
噸
仙
抽
入
さ
れ
る
､
チ
-
〝
材
は
付
和
で

あ
っ
て
政
･.2
7
㌫

伐
黙
し
て
競
演
に
す
る
か
､
特
許
し
て
切
ら
す
､

モ

ウ

ノー
メ
ソ
iE
げ
そ
の
教
材
の
中
心
で
年
約
五
批
ト

ン
､
岬
坤
に
内
日
本

へ
二
十
丁

順
化
L
か
州
し
て
ゐ
な
い
'
他
は
印
鑑

へ
出
し
て
あ
る
〕

石
油
に

1
叩
約
二
倍
三
凹
千
湖
か
p
h
'
印
鹿

金
産
緋
の
約
九
割

五

分
も
占
む
､
イ
ラ
ク
ヂ
-
の
統
城
と
ア
ラ
カ

ン
か
ら
出
る
'
仙
川
か
ら

ラ
ン
グ
ー

ン
附
妃
の
シ
-
ア
4
へ
油
管
で
迭
-
り
そ
=
で
柵
教
し
て
ゐ

る

'
産

鰯
の
約
凹
割
は
樹
内
脚
光
で
あ
る
Q
ゴ
1.
に
南
部
に
耗
L

l
九

二
八
中
皮
に
は
何
桁
八
航
七
千
六
甘
葵
町
､
地
産
馬

千
八
十
九
滞
対
比

に
止
り
,
英
米
(
輸
出
さ
れ
㌢

0

韓

国

の
繁

鼻

と

其

原

因

欺
洲
火
蛾
前
借
瀞
図
の

1
P
あ

っ

た米
切
は
'
職
筏
億
に
数
年
に
し
て
妹
に
英
樹
笛
我
執
の
十
五
倍
'
英

櫛
紺
の
!二
倍
に
倣
リ
､
今
や
北
輿
iE
場
ほ
釆
樹
金
御
資
本
主
我
の
狗
知

立
の
親
和
生
し
､
.そ
の
余
保
材
軸
は
四
十
五
億
九
千
鵜
抑

(
I
九
二
七

年
)
に
し
て
会
枇
非
保
有
紐
解
九
十
六
位
二
甘
七
十
六
胡
弗
に
此
し
て

的
共
牛
改
み
占
め
た
り
､
獅
又
米
脚
の
聯
食
材
に
封
す
る
､
耽
時
倍
椛

は
大
約
宵
五
十
倍
弗
に
達
し
'
此
辱
負
倍
諦

樹
は
向
ふ
六
十
二
年
糊
に

於
て
元
利
舟
計
二
甘
二
十
位
弗
の
正
絹
私
化
排
は
ざ
る
べ
か
ら
す
､
it

躍
省
の
発
表
す
る
肝
に
よ
れ
ば
過
去

7
年
糊
の
故
入
組
糊
四
十
壁

二
千

鵜
兆
.
組
立
出
三
十
八
億
四
千
八
甘
溺
弗
に
し
て
苑
引

7
位
八
千
二
甘



鵬
弗
叫
川
岬
刺
伶
人･=右

柑
た
と
い
ふ
'
佃
叔
虹
米
桝
の
資
本
が
梅
外
に

池
川
す
る
=
と
の
戚
な
る
は
刑
日
に
慣
す
る
'
米
桝
筒
妨
竹
の
計
紫
に

依
れ
ば

7
九
二
八
叫
小
､
釆
帆

の
海
外
投
粂
伽
は
十
四
位
八
千
入
官
溺

弗
に
托
し
た
と
い
ふ
'
但
し
=
わ
は
桝
移
省
の
計
算
で
あ
っ
て
､
民
間

に
て
ほ
之
九
三

十
伯
九
千
六
甘
筒
卯
だ
と
い
っ
て
ゐ
る
｡

如
耕
dT,年
々
k
.和
の
剃
倣
(･Y
及
教
本

り
海
外
赴
山
か
見

ろ
ほ
全
-
栄

桝
鰍
桝
解
放
発
の
如
来
で
あ
っ
fJ
t
共
原
因
は
兼
よ
り
そ
の
陶
の
錬
産

物
､
壁
伐
拘
'
林
縄
物
が
約
ど
触
羅
戒
と
J
い
ふ
べ
き
犬
触
教
肺
心
和

す
t{･か
､r
で
は
あ
る
が
､
良
-

之
も
脚
化
し
各
印
り
物
品
払
出
庶
す
る

h
.柴
り
瑞
達
に
快

?

,と
も
亦
多
大
で
あ
る
と
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

元
水
は
比
幾
何
で
め
り
､
原
料
川
で
あ
っ
た
瀬
川
は
'
今
日
で
は
完

4
.む
'る
エ
北
税関
と
な
っ
て
､
各
部
吋
は
何
れ
-･轟
け
て
エ
菜
的
オ
附
に

拭
舶
苑
地
か
計
り
.
そ
の
仲
山
す
る
桝
か
知
ら
ぬ
勢
で
'
恰
も
耽
朗
の

七
俄
中
の
エ
灘
外
の
膨
脹
に
獅
似
し
て
ゐ
叶G･O

=I
琳
大
場
が
釆
囲
工

准
り
敬
脱

に
割
時
代
的
㍍
牡
在
処

(
L
i
の
代
印

･邪
.J
f
米
桝
･H-
車
に
餌
峠

の好
況
み
今
日
に
帖
績
し
て
ゐ
る
､
蛾
岬
小

に
工
紫
%
l梓
=.=
誓

叫打
凹
十
位
弗
が

:
腿
雪
山
二
十

叫
億
即
ち
約
三
倍

の
削
噛
む
な
ぜ

ろ
に
以
下

L･驚
-
べ
き

,
と
で
あ
る
'
耐
水
栄
樹
二
光

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

は
北
ハ和
独
と
す
る
併
称
棚
純
血
緯
Li
伏
,C.馳
晶
の
規
格
紋

1
即
ち
梯
準

化
に
あ
り
-L
L
､
準

:
各
工
業
出
蹄
n11-.
の
型
及
搾
軸
等
の
削
限
統

1
か

わ
し
､
､lH
と
し
て
何
f

物
の
多
丑
政
経
に
其
能
力
か
雑
巾
し
た
､
､
丘

が
今
日
の
繋
教
の

f
蛇
田
で
あ
る
｡

翻
っ
て

7
脚
工
光
の
盛
魂
の
畑
軸
力
と
-
な
る
べ
LT)妙
働
状
態
か
見

る
と
'
北
恵

鋭
ほ
仲
裁
の
ー鎗
鎚
よ
り
も
七
軸
力
室
八
割
注
目阿
い
､
伯
林

御

報

よ
り
も
十
･'八
割
､
巴
朗
よ
り
i
二
十

7
割
商

い
か
ら
'
此
校
的
裕
輪
に

碁
L
L
か
-
･物
慣
ほ
下
絡
L
LJ
ゐ
石
か
ら
労
働
額
及
俸
給
叱
清
瀬
の
.僻

見
カ
H
.T.53
火
し
他
方
其
柴
富
膨
大
な
拭
内
恥
場
と
和
伐

っ
て
､
工
業
の

汲
鵬
が
い
さ
ま
し
い
｡
茸
し
祐
也
の
火
な
る
.i
大
鹿
出
産
の
可
能
,Ihjj将

火
L
t
何
柿
の
低
脈
可
髄
と
な
っ
て
'
脚
粟
耕
側
に
､J
多
大
の
利
益
私

兆
し
LJ
ゐ
る
､
之
に
伴
っ
て
火
蓋
版
闇
法
の
桝
先
山<
し
き

Li
め
'
月
賦

fkq
庇
'
宵
貨
店
'
辿
純
帖
､
池
侶
放
資
等
は
仙
樹
に
北
へ比
私
見
ざ
る
相

に
盛
ん
と
な
っ
て
与
た
｡

米
紺
の
愉
州
別
易
が
日
下
地
産
糊
の
大
約
五
分
に
脱
却
,ず
､
共
大
部

分
が
閥
内
約
兜
に
充
て
ら
る
J
わ
見
れ
ば
'
い
か
に
脚
内
村
場
の
大
bt･i

る
か
わ
知
る
と
同
時
に
'
滑
水
佃
外
脱
路
の
塊
舶
と
共
に
米
問
工
光
の

幾
肱
益
々
火
な
る
み
見
ろ
=
と
が
的
氷
る
､
鼓
に
特
に
野
人
の
砧
日
す

べ
き
は
'
妃
咋
米
問
琉
本
家
か
何
れ
-
高
さ
勝
鎚
と
､
鰯
与
,卦
働
峰
岡

高
さ
利
潤
と
､
(･E
与
労
働
龍
郷
-
み
以
て
､
北
ハ締
約
股
期
と
L
t
肝
に

拭
衆

(
の
サ
ー
ビ
ス
怨
念
孤
に
位
い
て
エ
菓
幾
腿
に
努
力
し

て
川
h:.靴

で
あ
t<･｡

前

鵜
の如
-
釆
脚
の
繁
範
に
､Hi
と
し
て
和
食
の
繁
栄
で
あ
る
か
ら
､

抑
市
の
膨
脹
に
驚
-
I,I
-
､
シ
カ
ゴ
以
湘
の
火
郵
巾
は
据
わ
人
口
磯
村

か
八
日
げ
'
デ
ト
ロ
イ
ト
の
如
き
は
促
に
禦
.3:
五
千
の
川
合
榔
相
よ
り
'

官
六
十
舵
の
大
都
と
な
り
､
ト
レ
ー
ド
は
三
十
年
糊
に
十
九
割
八
分
､

〟
-
1
で
1
ン
ド
ほ
二
十
坤
間
に
十
制
､

コ
ロ
ン
バ
ス
は
二
十
:rTIJ坤
関

に
十

二
割
の
榊
加
わ
見
せ
i1
､

いづ
れ
-
郡
肘
計
強
の
下
に
完
余
な
変

池
系
統
恥
放
て
､
航
鍵
聯
輪
の
設
け
が

あ
り
､
エ
端
数
腎
の
棚
組
に
金

力
か
放
り｡
し
て
ゐ
る
の
で
､
尖
非
番
な
ど
が
な
い
C

四
賀

七

l



地

球

第
十
二
啓

仰
日
米
出
荷
捌
梅
谷

見

る
に
､
日
本
は
米
問
の
対
幅
出
川
と
し
て
哨

前
節
十
枚
に
あ
っ
L
:が
t

T
九
二
七
埠
に
は
英
､
加
､
刺
に
攻
で
節
凹

仕
と
な
り
､
米
桝
の
封
粍
入
組
-J
し
て
は
､
織
前
節
七
位
で
あ
っ
た
-

の
rが
第
二
位
Li
な
っ
た
､
各
邦
T;
北ハ多
少
に
拘
ら
ず
日
本
晶
か
取
扱
っ

て
ゐ
る
'
主
な
る
.i
綿
製
品
･､
純

物
掛
､
媒
諮
､
陶
群

､
磁
非
､
茶
､

竹
製

･1:｡
､
95iJE
共
他
の
難
瀬

で

あ

る

が

p

此

等
の
品

物
の
中
､
欣
訓
点

に
跳
ru
れ
る
-
の
が
多

い
O
鞭
糾
'
稚
拙
'
セ
ノ･
=
イ
ド
THt7払
､
造
花

粒
地心
ペ
ー
ル
韓
は
碓
氷
州
常
に
放
れ
た
が
今
は
他
州

==｡
に
跳
倒
さ
れ
十

伽
肺

に

JJN:
が
る
や
う
に
な
っ
た
0
本
邦
蹄
=:=
け
g:=;
に
何
L
j色
各
､
同

仁
拙
向
で
､
淋
斬
り
工
夫
が
な
い
､
米
人
S
北
折
り
基
訓
に
は
肘
,l7時
ス

ピ
ー
ド
'
ス
タ
イ
ル
､
カ
ラ
ー
聖

二
T,mj
行

か
れ
る
｡
故
に
滞
日=
･J
骨
に

ス
タ
イ
ル
と
カ
ラ
ー

74
第
嬰
湘
す
る
が
､
日
本
晶
に
は
そ
の
.コ
.火
が
た

ら
ぬ
､
且

取
引
か
法
も
信

用
状
取
引
で
貿
手
に
L･･'-
て
'
式
事
に
わ
る

い
､
爪.17
々
日
本
商
人
が
工
夫
す
べ
き
封
弟
.q
牌
別

題
は
多
い
や
う
で
わ

る
0

0

イ

ラ

ク
経

済

と

輿

交

通

状

況

イ
ラ
ク
は
:票

二

讐

;,
二

五
〇
平
方
哩
'
人
口
約
三
甘
前
人
に
縫
し
首
融
は
ア
ラ
ビ
ヤ
甜
で
あ
る

が
､
バ
ス
ラ
で
は
炎
誹
'
バ
ク
ダ
ク
ト
で
は
俳
誹
が
滋
川
す
る
｡
此
校

的
火
脚
で
あ
る
が
人
口
ほ
少
-
拙
策
で
三
宵
鵜
に
過
ぎ
な

い
､
酎
比
政

府
の
樹
立
さ
れ
た
の
は
紬
め
て
叔
妃
の
都
で
､
共
紙
箱
い
ろ
-

計
改

む
や
る
の
で
租
税
が
範
-
な
っ
て
ゐ
る
､
そ
れ
で
-
外
秘
蛮
本
の
大
盤

み
入
れ
ろ
必
繋
が
あ
る
O

7
九
二
七
年
の
外
相
貿
易
に
輸
入

l
倍
六
甘

鵜

ル
ビ
ー
に
接
し
細
純
物
､
砂
糖
'
茶
､
紺
的
､
木
材
毅
数
､
宜
､
妙

紛
､
爺
.物
､
都
梱
､
抑
剃
'
羊
毛
靴
拘
'
紙
か
鵠
弊
輸
入
品
と
し
､
a
J

第
六
鯉

川.
六
八

七

二

本
問
､
イ

)[ド
ニ
(･
ル

シ

ャ

,

オ
ラ
ゾ
打
､
ト
ル
コ
･
ド
イ
ツ
･
イ
か

リ
ー
'
ベ
ル
ギ
ー
､

フ

ラ

ン
ス
鞍
か
ら
穐
入
さ
れ
る
､
乾
し
元
水
化
印

蛇
と
イ
ラ
ク
･J
り
Jk
引
が
め

ど
貿
易
余
部
で
あ
っ
た
の
が
妃
年
か
や
う

に
他
の
脚
か
ら
取
引
が
人
づ
て
Jf長

の
で
あ
る
Q

深
紫
航
川
‖…
托
淡
､
邦
子
､
対
物
'
正
'
沓
扮
'
羊
毛
､
比
串
'
電

位
､
公
儀
､
細
組

物
､
淡
別
物
'
雄
噺
p
牌
拙
…
､
砂
粕
､
タ
ご

二

村
等

で
あ
る
､
掩
拍
組
鮎
は
焼
入
s
l約
二
分

ご
じ
五
千
La:
ル
ー

+.u
-
に
揺
T

る
に
過
ぎ
な
い
｡
そ
の
ネ

頚
ほ
そ
の
主
単
品
で
パ
ス
ラ
と
ペ
ル
シ
ャ
州

と
の
坤
糊
地
域
か
非
本
場
･J
す
る
､
結
託
と
し
て
印

鑑
､
ア
ラ

ビ

ヤ

'

ペ
ル
シ
ャ
に
遊
-
ら
れ
､
純
許
と
し
て
英
樹
に
迭
く
ら
れ
る
'
穀
瓢
は

約

二
低

み
し
め
､
大
藩
に
似
ら
れ
る
､
主
と
し
て
印
比
に
向
け
ら
れ

る

イ
ラ
ク
に
放
け
る
棉
北
の
栽
輔
は
過
去
数
呼
水
敬
蝕
み
し
め
し
て
ゐ
る

が
ま
だ
ま
だ
幼
碓
な
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
か
交
池
上
か
ら
み
る
JJ､
イ
ラ
ク
は
四
部
に
五
官
哩
か
ら
の
沙

淡
が
め
っ
て
､
拭
断
迎
拙
斑
が
頗
る
筒

い
た
め
.1
､
聞
方
田
に
臼
ガ
の

粍

い
iTTJ凍
り=｡
り
外
如
何
な
る
も
の
ゝ
醗
人
も
水
止
の
有
様
で
あ
る
か

ら

邸
･A.
i
i
,
,り

囲
り
西
部
は
池
粧
さ
れ

て
ゐ
る
､
同

株
LL北
部
か
ら
く
る

L
シ
7
品
J
亦
･;:Z
い
践
粟
が
か
1
る
'
従
っ
て
イ
ラ
ク
と
イ

ン
ド
と
り

兄
易
か
叔
J
捌
係
が
静
易
に
な
る
人
目
は
雌
に
三
甘
鵜
で
あ
る
か
ら
脚

光
も
少
い
が
'
し
か
し
ペ
ル
シ
ャ
は
千
四
tr
端
か
ら
の
入
代
が
あ
る
､

イ

γ
ド
か
ら
の
.適
地
斑
易
地
と
し
て
-
イ
ラ
ク
代
講
安
な
役
E
TaJ-

つ

と
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

航
燐
の
上
か
ら
イ
ン
ド
と
イ
ラ
ク
と
は
同
i)
や
う
な
土
地
の
産
物
が

共
泊
す
る
か
ら
懸
易
は
火
に
教
法
か
し
な

い
で
あ
ら
う
け
れ
ど
-
'
印



腔
は
比
に
エ
英
樹
の
田
野
が
あ
る
か
ら
P
称
水
嗣
問
の
闘
係
は
銘
々
洗

脱
す
る
で
あ
ら
う
｡

イ
ラ
ク
問
内
に
は
河
川
地
組
追
越
辻
の
伐
が
め
る
､
バ
ス
ラ
､
バ
ク

ダ
ッ
ト
榊
'
五
官
哩
で
'
捌
江
の
汽
舶
ほ
凶
､
五
日
､
下
..椛
は
二
'
三

日
で
あ
る
､
践
?.EJ
は

7
米
幅
の
も
の
が
バ
ス
ラ
か
ら
バ
グ
グ
･h
ト
紐
山

キ
ル
ゲ
ツ
ゲ
に
挫
L
カ
ニ
キ
ン
境
線
が
あ
る
L
バ
グ
ダ
･L
卜
'
バ
ス
ラ

紙
代
肘
の
粥
側
に
止
ま
り
'
キ
ル
ク
ッ
ク
組
は
柿
の
知
か
ら
川
ろ
､
拙

旅
は
し
て
ゐ
な
い
｡

叉

バ
グ
グ
ッ
′
卜

か
ら
ト
ル
Tt
(
の
戯
道
本
緑
は
シ
ャ

ル
か
タ
ト
迄
甘

八
十
六
哩
の
L閏
は
梯
準
軌
迫

で
あ
る
｡
最
終
五
十
哩
は
ま
だ
出
水
て
ゐ

な
い
.
カ
ニ
キ
ン
支
線
は
ペ
ル
シ
ャ
へ
の
主
要
変
通
紋
で
あ
る
が
'
･3

劫
叫
の
利
用
が
感
に
な
っ
て
き

た

｡

バ
グ
ダ
ッ
ト
か

ら西
方
は
ダ
マ
ス
カ
ス
､
北
に
地
中
縦
枠
の
ハ

イ
プ

ア
'
ペ
グ
ル
ー
ト
鶴
文
で
'
毎
池
7
iS
･E
軌
坪
が
池
る
､
十
川
人

罪
の

iハ
輪
叫
で
'
巡
勝
手
は
英
人
で
あ
る
､
バ
ク
ダ
ク
ト
'
ダ
マ
ス
カ
ス
の

問
'
鮎
紬
巡
輔
で
二
十
就
時
間
'
-
,し
他
の
日
掛
餌
に
の
ろ
な
ら
ば
､

R
u
tb
3Lh
沙
投
中
で
二
回
宿
的
な
ぜ
れ
ば
な
ら
ぬ
t
L
か
し
そ
こ
に
代

演
韓

や
食堂
は
あ
る
0

バ
ス
ラ
'
バ
ク
ダ
ッ
ト
､
カ
イ
ロ
の
閏
に

7
迦

7
河
の
改
印
輸
送
が

み
ろ
､
前
額
は
三
仲
川
､
筏
瀬
は
十
岬
糊
の
行
程
で
あ
る
､
但
し
こ
り

･E
剃
叫
や
舶
ATJ旗
行
で
は
､
Fii.卦
舵
以
上
の
荷
物
は
非
常
71
3)‥M
僻
に

な

る
.
故
,1
旗
解
に
な
る
べ
-
槻
鵜
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

O

最
近

に
於

け

る

世

界

海

運

界

の
状

況

.

IL
外
火
耽
役
に

於
て
世
非
晦
迩
非
の
挺
勤
は
驚
-
ベ
ryJ担
化
払
兆
し
'
恐
る
べ
き
狗
迫

柵

叫

の
凋
落
に
引
挽

(
'
附
紳
的
に
し
･.J
却
ら

仙
附
加
鋸
に
ょ
り
L
雅
閥
が

急
蜘
な
る
川鵬
神
政
依
わ
樹
立
L
-t
非
第
二
枚
に
上
り
永
坤
の
桂
冠
な
握

っ
て
ゐ
た
英
樹
の
汲
む
牌
せ
ん
-J
L
P
我
柑
亦

l
抑
筋
三
位
に
化
し
て

鵜
仰
仲
之
に
.･･..1]ぐ
の
L順
で
あ
る
｡

今
純
嬰
各
樹
の
抑
巡
班
勢
和
来

示
す
れ
ば
充
の
泊
り
に
な
る
O

米

田

三
七
六
五
三
笠

日

本

二
､〇
凶
八
幾

猫

逸

二
7
〇
五
三
蛮

伊
火
刑

T
P
7
四
二
壁

俳

図

7
'
四
八
二
生

1
三
､
七
〇
二
㌧
八
二
五
紙
噸

四
二

三
九
'
八

叫
五

三
㌧
七
三
八
㌧
〇
六
七

三
､
三
凹
八
'
七
三
二

三
､
二
五
五
､
八
三
二

以
上
は

叫
九
二
八
JF
I

叫
九
二
九
年
ロ
イ
ド
'

レ
ヂ
ス
タ
ー
に
よ
っ

て
見
た
の
で
あ
る
が
､
北
南

に
g･
は
り
仙
.%
節

7
位

か
占
め
二
千
二
官

五
十
携
噸
米
脚
之
に
次
ぎ
千
川
甘
航
棚
に
.BIj
-
､
節
三
枚
の
日
本
は
桁

迫
り
四
打
十
三
粥
噸
恰
も
氷
川
の
二
二
分
の

1
に
瑞
ろ
狗
'
仰
'
俳
の
三

脚
に
姶
ビ
オト~
等
し
い
｡
日
本
は
塑

二
牝
で
あ
る
が
北
ハの
第
三
倣
ii
ろ
群

山
は
此
表
で
捌
か
で
あ
る
｡

肝
が
舶
舶
能
力
の
鮒
か
ら
中
断
五
ヶ
年
未
満
の
も
の
か
曲

げ
る
と
如

何
に
和
樹
の
船
舶
が
老
級
朋
が
多

い
か
が
知
れ
る
O
今
そ
の
投
手
か
堪

げ
ろ
と仇 日 伊 釆 狗

図 本 町 閥 泡

八
九
及
川

醐

鯛

以
)

八
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八
鮒
噸

叫
三
三
蛮
(
同
二

九
生
)

T)
7
叫
幾
(
同

〓
ハ
鍾
)

叫
五
四
基
(
同

7
鑓
)

八
三
避
(
同

2
避
)

四
宋

七

三

玉
川
四
つ
六
三
ヒ

五
三
五
㌧
七
〇
〇

三
〇
六
'
八
八
七

二
九
四
'
〇
四
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地

球

範
十
二
番

狗
泡
が
断
然
.叫
角
み
硯
は

し
て
ゐ
為
｡
此
ほ
全
く
火
職
後
日
秘
所
布

汽
船
の
一殆
ど
大
仰
廿
,S
聯
倉
細
に
取
ら
れ
た
か
ら
耽
後
死
物
狂
に
な
っ

て
舶
州
の
放
出
私
計
.つ
た
純
水
で
あ
る
｡
杓
泡
が
絶
て
S
.即
に
堆
夜
食

-
致
命
的

な

制

誠

相
加

(
ら

れ

非

の
役
粥
見

込
立
た

ず
と
よ
で
首
ほ
れ

il
S
LfA
如
耕
北
都
餅

T
S
,恐
る
べ
き
拙粗
舶
和
歌
和
し
清
収
し
て
ゐ
る
事

は
番
人
に
狙

い
或
る
刺
純
な
炎
へ
る
O

殊
に
珊

敬
脚

は

坪
ふ
て

火
舶
主
我
む
的
リ
日
仰
恥
除
4
,各

l
瀦
.g
親

以
上
り
長
船
の
紐
払
韓
は
同
年
齢
中
の
全
船
舶
の
二

割
力
茸
二
割
に
笛

ろ
が
秋
川
は
甘
五
十
川
分
の

t
に
過
k
_,な
い
O
犬
舶
主
誠
が
我
略
述
鼎

に
池
廠
す
る
や
苛
や
関
越

-
多

い
や
う
で
あ
る
が
､
各
組
の
現
状
ほ
火

舶
真
鶴

で
あ
る
O

米

俳

狗

‖

紙
噸
救
三
胡
噸
以
上

二
硯
五
十
-
三
桁
噸

二
鵡
-
二
瑞
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.干
噸

7
鵜

五
千
-
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舵
噸

7
鵜
-
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代
打
千
噸

四
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計
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川

二
二

丁
五

六

t
I

二
九

二

丁

二
ハ

二

前
波
に
ょ
つ
て
他
非
各
徽
脚
が
火
舶
真
鶴
で
行
-
岬
代
に
滞
り
我
凶

が
弼
リ
比
の
潮
流
に
加
ら
ず
し
て
依
触
小
船
舶
主
頚
で
少
み
つ
つ
め
る

か
が
よ
-
剃
る
｡

次
に
各
触
脚
の
柑
逆
の
現
状

1
斑
に
つ
き
述
べ
て
児
や
う
O

米
紺

前
に
述
べ
た
池
リ
火
縄
前
迄
は
多
-
他
紺
船
に
よ
っ
(1J
な
さ

れ
て
禦

1
も
の
が
大
根
に
刺
戟
さ
れ
敦
に
船
舶
各
軸
f･i=
に
紐
赦
し
加
る

LJ_船
舶
脚
荷
主
我
tS
的
印
と
し
て
衆
穴
か
ら
驚
-
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4
,錐
沈
み
遼
げ
た

解

六

拙

宅

〇

七
凹

放
し
大
職
後
の
晦
巡
弗
は
淫
に
栄
樹
な
し
LJ陶
潜
か
ら
拭
皆
に
移
管

せ

し
め
ざ
る
私
柑
な
-
な
っ
た
｡
俳
が
其
後
海
迎
娠
興
祁
助
法
を
施
行
し

紫
紺
の
Fi1'易
.=
･iiLT
脚
荷
舶
で
や
る
-J
い
ふ
日
経
か
小
Jtて
､
あ
ら
ゆ
る
祁

助
み
な
し
て
横
細
故
紙
な
と
り
や
や
仙
界
節

丁
位
の

萩
倣
見
様
件
の
許

に
到
る
朋
に
拘
っ
て
環
放
し
て
ゐ
る
O

此
の
元

執
り
造
船
魂
企
棚
助
､
航
路
捕
助
辞
の
如
き
串
帰
+
J保
護
政

鶴
は
他
の
各
列
弘
問
が
到
底
追
随
な
許
さ
ざ
る
桝
で
あ
る
O
殊
'1
我
問

に
封
し
て
は
恐
る
べ
き

7
大
脅
威
で
碑
樹
太
平
洋
弾
の
諦
胎
僻
の
改
修

珊
施
設
化
妃
時
曲
め
て
大
刈
株
に
し
て
滑
水
太
平
押
上
に
敬
満
雌
の
瓦

舶
純
水
す
る
塊
に
tLJて
-
此
等
の
船
樹
は
何
等
の
障
鞘
な
-
完
全
に
火

舶
舶
在
脚
化
し
共
の
機
能
を
雅
邦
L
柑
べ
き
確
僻
に
救

っ
て
ゐ
る
｡

T
九
二

1
年
太
平
拝
謝
船
形
の
袋
物
取
扱
高
は
六
百
鵜
噸
程
度
.1
過

ぎ
な
か
っ
た
が

T
九
二
七
叫
に
於
て
ほ
千
六
有
朋
咽
に
上
り
約
十
八
割

の
相
加
で
あ
る
O

収
近
逝
水
し
て
太
平
押
上
に
於
て
其
織
布
餌
ふ
て
ゐ
る
と
称
意
が
つ

て
ゐ
ろ
郵
加
の
t緒
川
丸
も
現
在
に
放
て
は
日
本
侭
鎚
の
協
良
丘
舶
と
し

て
威
私
振
っ
て
ゐ
る
が
.
近
+
J滑
水
に
於
て
栄
樹
の
此
に
封
す
る
鵬
織

は
必
ず
現
ほ
れ
る
で
あ
ら
､つ
｡

弼
逸

鴻
池
魂
の
焚
邦
す
る
併
恐
る
べ
き
と
S
が
あ
り
埜

糾
他
界
第

二
枚
の
弼
巡
蜘
と
な
っ
た
-
の
が
大
域
の
糾
央
姶
ど
金
城
の
悲
兆
に
際

愈
し
た
が
､
J
Jの
反
動
川
又
鴛
-
.(
+
)カ
-J
な
っ
て
硯
ほ
れ
火
城
後
佃

巡
政
範
か
樹
立
L
船
主
鵜
舶
敦
分
捕
航
法
,廿
太
め
今
や
前
記
の
舐
り
牌

ii
H
本
]S
氾
越
さ
ん
と
し
て
ゐ
ろ
｡
北
ハの
時
期
が
眼
前
に
射
て
ゐ
る
や

う
な
感
が
す
る
0
叉
日
本
と
狗
泡
と
は
約
滋
に
抱
げ
た
曲
り
姓
の

二

の
船
舶
の
質
と
虫
と
な
全
然
炎
.1
し
て
ゐ
る
LU
即
ち
大
域
孜
縫
造
L
i
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新
し
い
托
舶
で
日
本
の
如
-
舶
齢
二
十
咋
以
上
私
感
ゆ
る
も
の
甘
三
十

鵜
噸
に
及
ぶ
も
の
と
同
日
の
談
で
は
な
い
｡

仰
大
利

ム
･1
ソ
-
ニ
ー
常
州
の
首
に
｢
荷
船
除
の
将

加
は
陶
土
の

延
長
な
り
｣
-
い
ふ
枇
柚
的
海
迎
取
払

執
っ
て
盛
に二
桁
成
し
現
祐
節
五

他
に
あ
る
が
邸
に
於
て
ほ
日
本
よ
り
優

っ
て
ゐ
る
も
の
が
多

い
Q

伽
蜘
-
･
比
の
関
に
伍
1
て
帖
巡
姫
捌
TLeJ
や
っ
て
ゐ
る
O

叔
孜

に
英
樹
は
や
は
り
脂
上
QJ..t
郭
か
以
て
･E
ら
任
し
‖
出
る
鹿
よ
り

日
没
す
る
塊
迄
米
桝
船
の
t純
水
な
<
Jは
な
し
と
首
ほ
れ
て
ぬ
る
が
燃
料

関
越
や
各
閥
の
中
将
き
保
確
故
紙
11
比
し
貧
弱
な
保
経
か
下
し
て
ゐ
る

に
過
ぎ

な
い
か
ら
仙
脚
の
壷

牧
腿
に
比
L
行
づ
よ
り
の
感
が
Jの
ろ
｡
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の
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矩
敵
将
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タ
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士
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o
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n
n
H
ein
ric
h
C
o
n
ra
d
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o
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i
G
u
s
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S
t
e
in
m

a
n
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は

去

る
十
月
七
日

午

前

三

時
に
か
〆

に

於

て

逝

去
さ
れ
た

と
の
計
に
紘
L
i1
｡
同
博
士
は

E
八
五
六
坤
の
山
地

で
比
に
千
八
.I;
七
十
咋
代
か
ら
中
止
代
の
化
石
に
就

い
て
a
rの
菜
桝
谷

雅
袈
rJ
れ
殊
に
北
部
傑
維
=_
脈
の
化
石
の
研
究
に
於
て
知
ら
れ
た
が
､

7
舷
の
地
質
に
就
い

て
J
多
-
の
攻
究
和

さ
れ
ア
ル
プ
ス
の
地
質
学
的

撤
炎
や
ペ
ル
ー
の
一助
船
な
ど
に
つ
い
て
i
其
の
研
究
の
紡
火
か
挽
袈
さ

れ
'
批
卯
各
州
.ガ
州
別
誌
の
.編
坊
と
な

つ
ilリ
､
難
詰
地
質
蝉
火
収
の

主
群
肘
筋
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で
Jか
コ
l
O
如
地
方
や
哨
米
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地
斑
に
-
大
き
な
軸
心
私

印
八
れ
て
卦
の
=.=
滋
の
耕
辞
は
ベ
ル
I
的
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あ
っ
た
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氏
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仲
六
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沖
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骨
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川
席
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t
南
米
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脳
底
の
形
潜
に
捌
す
る
怒
見
な
発
光
さ
れ

骨
稜
日
本
私
訪
附
し
て
四

国
の
地
封
的
に
封
仙
ハ的
に
し
て
船
か
ら
新
研
究
の
1.*
あ
る
地
方
私
巡
遊

地

球
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二
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FU
れ
七
月
下
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に
聯
詮
に
就
か
れ
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で
あ
っ
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十
凹
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約
齢
払
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外
山
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批
触
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ポ
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れ
た
の
Li
急
に
易
仝
さ
れ
た
の

は
痛
爪
の
一感
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へ
な
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藷
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朋
す
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よ
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5
7
｡
に
於
て
銅
片
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)
1
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時
間
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す
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と
札
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銅
･t
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浸
入

す
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姓
か
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0
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迄
L
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連
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ず
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銅
片
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に

2
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上
切
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濯
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す
る
=
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於
て
は
銅
表

肘;に
2
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叔
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熱
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す
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岬
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す
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